
第 12回 三重県議会議員の政治倫理に関する検討プロジェクト会議 事項書 

 

令和 ４年 ７月１１日 

６０１ 特別委員会室 

 

 

１ 三重県議会議員の政治倫理に関する条例の改正について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜配付資料＞ 

資料１ 三重県議会議員の政治倫理に関する条例第３条（政治倫理規準）の改正に 

向けた正副座長案の方向性について 



三重県議会議員の政治倫理に関する条例 第３条（政治倫理規準）の改正に向けた正副座長案の方向性について 

現行条文（第３条） 素案（第８回会議で提示） 会派の意見 正副座長案の方向性 

 二 人権侵害行為（差別を解

消し、人権が尊重される三

重をつくる条例第２条第

３号の人権侵害行為をい

う。以下この号において同

じ。）又は人権侵害行為を

行うことの煽動、第三者の

行った人権侵害行為に対

する賛成の意見の表明そ

の他の人権侵害行為を助

長する行為をしてはなら

ないこと。 

【Ａ案】 

・検討会議設置の経緯や、昨年度の「議員自

らの人権意識の更なる高揚を図り、人権が

尊重される三重を先導するための決議」の

中で「賛同表明」の文言が記載されたこと

や、社会情勢の変化も勘案し、素案のとおり

とする 

検討結果項目で政治倫理規準に人

権侵害を入れる決定を行ったことに

伴う具体的な条文の検討。 

・昨年５月 18日度の決議において「本

県議会議員によるインターネット上

での県民に対するプライバシーの侵

害や、誹謗中傷及び差別表現への賛同

表明等の事案が発生した」との記述が

あり、特にこのことを踏まえ、素案の

とおりとする。（Ａ案） 

・「賛成の意見の表明」の判断に迷う

場合は、条例前文や第２条（責務）の

趣旨を踏まえて審査会で慎重に議論

するなどの対応が想定できる。 

 

【Ｂ案】 

・「賛成の意見の表明」という行為は、「扇動」

や「助長」に含まれる 

・解釈が分かれたり判断が難しい部分にあ

えて触れることは得策ではない 

・「第三者の行った人権侵害行為に対する

賛成の意見の表明」の部分を削除する 

六  議員は、国若しくは地方公

共団体の公務員又は関係団

体（指定管理者を含む。）の

役員若しくは職員に対し、そ

の権限又はその地位による

影響力を及ぼすことにより

公正な職務の執行を妨げる

等不当な行為をしてはなら

ないこと。 

七  国若しくは地方公共団

体の公務員又は関係団体

（指定管理者を含む。）の

役員若しくは職員に対し、

その権限又はその地位に

よる影響力を利用して、公

正な職務の執行を妨げる

等不当な行為をしてはな

らないこと。 

【Ａ案】 

故意だけでなく、結果的に影響を及ぼした

場合など対象を故意に限定せず幅広に規定

するべき 

※案 

「…その権限又はその地位による影響を及

ぼすことにより…」 

法制執務上の観点から、現行条文の

「影響力を及ぼす」の文言についての

検討。 

・委員間協議の結果、意見が分かれて

いるが、現行条文の「影響力」との表

現を尊重するとともに、法制執務上の

観点から素案のとおりとする。（Ｂ案） 

【Ｂ案】 

幅広ではなく故意に限定して明確に規定す

るべきであり、素案のとおりとする 

 

資料１ 


